
 

 

 

 

 

今年度、豊穂川の河道拡幅・築堤工事は、大日橋下流の約 480ｍ区間を行います。 

樹木伐採、豊穂川右岸側(市街化調整区域側)農地の借

地契約が完了したため、現在は工事車両用の仮設道路・

堤防整備に用いる土の仮置き場整備を進めています。 

河道拡幅・築堤工事の受注者は、㈱山中組に決定しま

した。工事は１０月下旬より着手、令和 5 年 3 月 10 日

までの工期にて進めていきます。 

堤防整備に用いる土は、栃木県栃木土木事務所にて行

っている河川工事の発生土を用います。発生土の利用に

ついては、土の性状や成分試験を行い、堤防整備に適し

た有害物質が含まれていない土を受入れて使用します。 

豊穂川の河道拡幅・築堤工事は、令和７年度完了に向

けて次年度以降も継続して行うため、堤防整備に用いる

土は継続して受入れを行い確保する必要があります。 

そのため、小山市大字渋井地内の(仮称)文化の森整備

事業用地先行取得事業用地(白鷗大学野球場北側)の一部

を堤防整備に用いる土のストックヤードとして使用しな

がら工事を進めていきます。 

「公共下水道事業（大行寺排水区）」の雨水管の整備に

つきましては、NO.2 立坑から NO.1 立坑に向かって雨

水管を布設する推進工事を７月１日に開始しました。 

７月中旬に、推進機が新川橋の側道橋付近に差し掛か

ったところ、地中の不明物が障害となり、先へ進めなく

なりました。 

8 月 8 日に行った試掘調査の結果、不明物が確認出来

たため、８月２８日に撤去作業を行い、推進工事を再開

しました。 

雨水管の整備については、当初計画のとおり、令和 5

年度の完成を目指し、工事を実施してまいりますので、

引き続き皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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小山栃木排水路(準用河川：島田放水路)

は、JR 両毛線北側から思川に排水する案を

基本として令和 3 年から測量や概略設計、

地元住民との意見交換等を行いながら、各

種検討を進めてまいりました。 

しかし、検討を進める中で、当初計画で

は「地域内主要道路(市道 201 号線)の通

行が確保できない」ことや「周辺排水路の

効果的な合流ができない」等の課題がある

ことが判明し、地元住民が望まれる安全で

利便性の高い整備を行うことが困難であ

ることから、その整備位置(法線)を JR 両

毛線交差部の下流側から既設の小山栃木

排水路の西側を通る計画に変更します(右

図を参照)。 

なお、島田放水路の整備位置(法線)を変

更するものの、令和２年度豊穂川流域排水

強化対策地元説明会にて皆様に提示いた

しました「豊穂川流域排水強化対策事業の

検証結果(浸水想定区域図)」の浸水範囲及

び浸水深は変わらないように整備を進め

ていまいります。 

立木排水路（準用河川：立木川）は調節

池の整備に向けて、基本設計業務を進めて

まいります。 

 

令和 4 年度の取組み目標面積 150ha(610 箇所)の実施に向けて、田んぼの稲刈り

後に落水桝の設置作業が開始できるよう、関係土地改良区と協議を継続しつつ、材料

の確認と設置の準備を行っています。 

引続き、関係土地改良区及び農家のご協力を頂きつつ、取組みを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



豊穂川周辺にお住いの方々の避難時間確保や浸水被害の軽減を目的とする「緊急排水

強化対策」の一環として設置した「大型土のう」について、経年劣化による土のう袋の

損傷が見られたことから、再設置を実施いたしました。また、出水期には定期的に水の

うなどの施設の点検、見回りを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊穂川流域排水強化対策事業につきましては、引続き早期完成に向けて事業を進めて

まいりますので、引続き皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

【一級河川 豊穂川の整備について】 

  小山市役所 建設水道部 治水対策課 排水強化整備係 電話 0285-22-9329 

【小山栃木排水路、立木排水路の整備について】 

  小山市役所 建設水道部 治水対策課 排水強化企画係 電話 0285-22-9328 

【公共下水道事業（大行寺排水区）について】 

 小山市役所 建設水道部 上下水道施設課 計画係 電話 0285-24-7617 

【田んぼダムの取組みについて】 

  小山市役所 産業観光部 農村整備課 環境整備係 電話 0285-22-9263 
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